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調 査 名 一般国道487号 道路災害防除事業（早瀬大橋耐震補強）に伴う仮設道路修正設計及び用地測量業務委託

事業名 または 工事名 一般国道487号 道路災害防除事業（早瀬大橋耐震補強）

調査目的及び調査対象 道路 掘削・掘削のり面

ボ―リング 名 BorNo.2 調査位置 広島県呉市音戸町早瀬一丁目 北 緯 34°09′20.8097″

発 注 機 関 広島県西部建設事務所呉支所 調査期間 2020年 12月 15日 ～ 2020年 12月 18日 東 経 132°29′39.0578″

調 査 業 者 名
株式会社セトウチ
電 話 0846-29-1720

主任技師 藤原  泰介
地質調査技士
登録番号: 第14525号
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地質調査技士
登録番号: 第15354号
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深度0.1mまで植物根が多く混入する。
深度0.4mにt=4cmの砕石挟む。
深度0.4～0.9mの間は細粒分やや多く混
じる。
深度1m以深はマサ土主体で、φ15mm程
度までの礫混入する。

深度3.6～4.5mは、主に礫状～岩片状コ
アで、やや硬質。
深度4.5m以深は、原岩組織を残すも脆
弱で、指圧で容易に割れ土砂状にな
る。
風化進行しており、石英が変質してい
る。

風化しているが、岩組織を明瞭に残
す。
一部でコアの外周が認められ、ハン
マー軽打では濁音を発する。
指圧で砕くのは難しい。
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